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概　　　要
　呼吸や血管の拍動などの周期的な動きがある被検体を MRI 撮像する場合，画像再構成における k-スペースへのデータ
充填法に Radial 充填を使用すると動きによるボケ（モーションアーチファクト）を減少させることができる．本研究で
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⒜ Cartesian充填 ⒝ Radial充填




















　MRI 装置は Achieva 1.5T（PHILIPS 社製），受信コ
イルは HEAD QD（quadrature）コイルを使用した．
図 2 ⒜に被写体となるファントム概要図， 2 ⒝にその





















































図 2 　ファントム概要とその静止 MR 画像
⒜　ファントム概要図  　　　　　　　　　　　　　　　　
⒝　ファントムの静止 MR 画像（冠状断面像：Coronal 像）
Head QD coil











256×256，スライス厚 5 ㎜，撮像断面は Coronal とし
た．撮像条件を表 2 に示す．今回の実験で使用した













を 基 準 と し た デ ー タ 充 填 率 を Multivane scan 
percentage と呼び，Multivane 法で k-スペースを隙間
なく埋めるには，計算上 Cartesian 充填で隙間なく埋
めたデータ量のπ / 2 倍（約1.6倍）以上のデータ量が
必要となる．本実験ではこの因子による画質劣化を防






























































⒜  5   16.7     7.1 60 　－
⒝  7 10 14    18.8 　○
⒝ 10 10   14.3   16.2 　○
⒝ 13 10 13 14 　○
⒞  5 10 10 60 　－
⒞ 13 13 13 14 　－
表 2　撮像シーケンスと条件
scan method TR TE FA RFA TSE factor S/B NEX FOV
Cartesian 450㎳
450㎳
10㎳ 90° 70° 3 － 1 25㎝
Radial 10㎳ 90° 70° 3 10 1 25㎝
TR：repetition time,  TE：echo time,  FA：flip angle,  RFA：refocus flip angle, TSE factor：turbo spin echo factor,  S/B : shot per brade,　










































































































図 6　運動距離 5 ㎜における Cartesian 充填と Radial 充填画像の比較




























図 7　変速往復運動における Radial 充填画像の変化 
（運動距離 5， 7 ，10，13㎜）
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図12　静止時間がある運動とない運動のアーチファクト特性 
（運動距離13㎜，Radial 充填）
⒜　等速往復運動，静止時間なしのファントム画像
⒝　変速往復運動，静止時間ありのファントム画像
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